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1 エグゼクティブサマリー 

食品サプライチェーンにおける品質管理は、長年にわたり温度を中心とした環境条件の監視
によって支えられてきた。しかし温度は品質そのものではなく、あくまで劣化を規定する間接
的な指標に過ぎない。この構造により、「温度は正常であるにもかかわらず品質問題が発生
する」という不可視のリスクが放置され、廃棄ロス、クレーム、ブランド毀損といった形で顕在
化している。 

本レポートは、この前提を転換する。すなわち、「環境条件を監視する管理」から、「品質状態
そのものを把握する管理」への転換である。これは単なる改善ではなく、品質管理の対象そ
のものを変える構造変化である。 

この転換を実現する中核技術が、ガスセンサおよびにおいセンサによる化学センシングであ
る。ガスセンサは腐敗進行を連続的に捉える「状態監視」の手段であり、においセンサは品質
の良否やばらつきを識別する「状態判定」の手段である。両者は単なる測定技術ではなく、意
思決定を直接駆動するインフラとして機能する。 

これにより品質管理は、「条件の記録と事後確認」から、「状態の把握とリアルタイム介入」、さ
らには「判定の標準化」へと進化する。これは効率化ではなく、意思決定のタイミングと精度を
根本から変える変革である。 

さらに、日本市場では現在、センシング導入を後押しする三つの構造的要因が同時に進行し
ている。すなわち、①食品製造業におけるデジタル活用率の低迷、②HACCP 制度化に伴う
記録・監視負荷の増大、③DX 人材不足による運用限界である。これらは個別課題ではなく、
従来型の品質管理運用が限界に達しつつあることを示している。 

FIG.1 に示す通り、これら三つの要因は「人手による管理では維持できない」という一点に収
束し、食品業界において自動化・状態監視・意思決定支援技術への移行を加速させている。 

FIG. 1  日本市場における 3 つの構造的要因 

一方で、センシング導入の成否は技術性能では決まらない。多くの失敗は、「何を測るか」「ど
う解釈するか」「どの意思決定に接続するか」という設計の欠如に起因する。すなわち、センシ
ングの本質はデータ取得ではなく、意思決定設計にある。 

この観点から、投資判断は次の原則に集約される。「測って変えられるか」。測定結果が意思
決定を変え、その結果として価値を生む場合にのみ、センシングは投資対象となる。 
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本レポートでは、この原則に基づき、以下の実務的分析を提示した。 

 各リスクに対して、どのセンサが適用可能かというセンサ選定の基準 
 ガスセンサとにおいセンサの役割分担に基づく適用領域の明確化 
 閾値判定に依存しない、時間変化・変化率・乖離量を組み合わせた異常検知ロジック 
 品質状態を連続的に評価するための複合指標化の考え方 
 導入効果を廃棄率・クレーム率に基づいて評価する ROI 設計の枠組み 
 「測って変えられるか」という原則に基づく導入判断プロセス 

これらは単なる分析結果ではなく、現場においてそのまま適用可能な設計指針である。 

結論として、化学センシングは単なる計測技術ではない。それは、食品品質管理を「経験と条
件管理」に依存した運用から、「状態認識とリアルタイム意思決定」に基づく運用へ転換する
基盤技術である。 

今後の競争優位は、センサ性能そのものではなく、「品質状態を継続的に把握し、意思決定
へ接続できるか」によって決定される。 

FIG.2 および FIG.3 は、この構造を統合的に示した意思決定図であり、ガスセンサおよびに
おいセンサが、それぞれ「状態監視」と「状態判定」という異なる役割を担うこと、ならびに「測
って変えられるリスク」に投資を集中すべきであるという本レポートの中核原則を示してい
る。 

 

FIG. 2  エグゼクティブサマリ 1 
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FIG. 3  エグゼクティブサマリ 2 
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